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B－21　衣料 害虫の研 兜 ― 染 色布に対 するイか幼虫の食害についT    

受知淑徳 短大象政　 〇集力a代子　 糸良女大衆政　 辻井康子

a  的　 現在 市販さ れてい る肪虫加工*1c オイラン類は.   Mortius　Yellow が妨虫効粟

t 有 するz  とから起因してヽT･･iphehyl me仙ane  Ikの無色染料 によ2) 防 虫作 用割 の研免

か'進められ-I 頻発さiK たも のである。 そこr ≒ 現在使用されていh 各瀧染料|でも何ら

かの防虫効粟き有 する・ で'11 isいヵ､と考ｔ て、爽 色布 の肪虫効粟の績討 包行･'a ったご

方法　 羊毛標津試料布i 酸佐染料iぢ糎 、塩基雌集料3 屋、酸蔽媒良案料s 瀧 で染 色

し,     2×2  飢It.裁断した。 この良 色布t 来処理布t  恒温桓湿 盤で、選択的 及び蕪制的

にイir 幼虫に摂食させ、食 害串 き求めた。fj.i> . 染色濃度 と食害率について*  乖討 包

行なった。

結 果　U ）　試験 法の如何 に力ヽかわらず. 東処理布と染色布 の食害量 ＼c は 右胤差K 認

められ、染色するY. 食老量 か･低下 した。(2)'     染料 凰にも著しい食 害量 の差 か認めら

れた≪＼-,染料 の色相には関係か銚めらit rs かった。　　（3）　集料濃度と食害車 には相関

か･みられ、高濃友 で処理するほど 食害率は低く なツだ(4)　 以上より、蔵料 はイヤ

幼虫の食*  I' 対し て. 忌避釣果 乞有 するものと 思われる.

B －22  界面 方浬称 こ↓゚ゐ 千も 繁 品 岬 方も/HP Tごを 理 し っい て（グヤ3  報 ）

熊本 尺旅タ　　 ふ 川 芙知 チ

a 0勺　前杖 に 翫い て，7 二才 ン界面活 性 剤 加 工 呼も の防 弧勁 和 二-y い2 檜i れ ≒

引 縫 了分 回 ぱﾑ μ 和 工苧り食 品薄 衰 に対 する然 感知呆 と 川t 汝Ff  防^ 加 工今 の場 兪

と比 政 穣討 し≒ まr. 市内すﾉf  <こよる石 畑 系p, よV-- ﾉヽ ’－タレy  溶かμ 用丿I  enド7  -f

7 'I  ～ニ ンデヱ 対 するLASp ロエ.防 色妙 界の？ ろうﾉ芙･こフい７ 捨 鉢 しに．

方 茲　 試 耕 今 に は 合地 竿£ ≪ 人リン を用 い， これ に 界・ 浩 雅貫ヽにl ＼Zタ％（o.列 ）ば'c

渥 ち　/:  釦 ご声 理L  7 加 工原 印 と し≒ 食 品 汚 筆 注市販 のやまし オ レ ンジフ ュ ーペ．

日本洒(D 斉源 漬ッこ/ び分/お 埼 墳t  町 支， 翼 秦| t   ≒ 別 に防 唱加 工利 町tin  fF  の ／喘

pu  rバヤを尊yを,によ り 作 聚し,   同 知 わz  i: る 食 み 巧乗 り 合し ≒ 食 書μ 験,; 前 回 ピ'お')

凱1験 武 とメマノレカ ッオ ブ' y  ムシ り 利い Ｌ　/o  匹，z れ 尚の奢 侈 看i  鋤 べも 巾 内輩考

のド ヲイ クn    ーニ ンf 祐,     石 油 私 パ ー ワレ ン<n 両老 を透 ん乙 一戎 姥 た<  物･こμ 瞳

冊を非 付 し， そ れぞ れ/  亀　3  軋　 ダ 囲 魂 たリ 軋の試舛1  採 取 し 食害試 験リこ依 しr-.

廊 果　 食 ふ 侈 他 年の食告^, 恥　LAS;!70 工..M;tln 加 エ，C 対 脈 參加 工.） 心 咳iて示 寸

しヽ， 無 巧 辛Tit  0.3 パ.i,    ○ り ）刎 ，牛乳 が` z･ ら　I.?,   （2 ∂.3 ）付 ，オレンジソ,    ―ス

糾，1,0,　 ひ.1バf-oﾉﾀ,   B 本 通P'  0.1 ，  0.1 ^ (7．り 叫 で･LAS,  M;t<' ≪.両加 工今 の 教書

ば大羞 な く， 令 品巧 涼 に対 する 防 眠劾 果 が`認 めら れｒこ． 次r-  ド 河 ク・ノー ーングの邱 暴 は．

考魂 のLAS 加 エヤ の壽 害-f  ぶ夕町 ぐ貪 加 工苧 了即 刎 力こ片i,  石 油 皐/,  3 ，ク 回 溥

rこイ 律 の奮毎 蜃ら　1-0,     I. I,   O.(, ゙ 詐rf  Iﾉ， パ ー クン ンぽ 叫,  O.g，O.f  タド" をm  と毛

／外 角ダト ■z ；fc 奪゙') ,      LAS 加 乙防 虫勁 果 の 望う ノ作 がμ ダ)ら れた ．


